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５月12日の交流会では100人あまりの録音

ボランティアが初めて一堂に会することがで
きました。いつも原本と首っ引きで録音図書

製作に励んでいらっしゃる皆様に一度利用者

と同じように原本なしで録音図書を読む機会

をもっていただきたいと考えて短い時間です

が二つの作品を聞いていただきました。

録音図書製作では「原本通りに読む」とい
うことが必要絶対条件です。でもこれは書か

れた通りに読めばいいということではありま

せん。字を見ればわかるけれど音にすると伝

わらない同音異義語なども含めて原本の内容

を正しく伝える、これが音声訳です。

著者の文章はあくまでその通り読み、音に
するとわからない所には、原本の内容を正し

く伝える、出来るだけ簡潔な補足をする、そ

うすることで原本を尊重しつつ内容も正しく

伝えることができると思います。 補足の仕

方は原本を見ることのできない利用者の立場

に立って考えてみることが大切です。
日常生活の中で例えば電話などで相手に何

かの文章を読んで聞いてもらう時などには無

意識に補足したり或いは、相手からわからな
い箇所を指摘されたりすることもあります。

電話の時には原本通りなどと考えているわけ

ではありませんが、その通り読んでも伝わら

ないという意味では全く同じことです。

対面朗読の経験をお持ちの方もたくさんい

らっしゃると思いますが、これもどんな時に
補足が必要かを経験できるいい機会です。

電話や対面ではその個人のその本に関する

知識レベルによって質問の内容が違ってきま

す。蔵書製作ではそのレベルを広辞苑・大辞

林クラスの国語辞典とすることになっていま

す。
漢字や図・表など音声訳者の補足が必要な

ことは様々です。又、（ ）などの記号は

時に適当な言葉に置き換えることが必要なこ
・ ・ ・

ともあります。

朗読技術も含めて、どういう本がきき易い

よくわかる録音図書か常に利用者の立場に立っ
て考えいきたいと思っています。

久保 洋子
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録音製作に関係するボランティアを対象にした、
研修会及び交流会を５月１２日（土）に行いま
した。
今回の行事は、はじめての試みでしたが、午
前中の研修会には約１２０人、午後の交流会へ
は、半分の約６０人の方にご参加いただき、多
くの方と多くの情報を共有しながら有意義な時
間を過ごすことができました。ありがとうござ
いました。
午前中の研修会では、今年度から新しく取り
組む録音製作システム「ウェブスタジオ・なに
わ」の概要説明を行いました。実演ができなかっ
たのが残念でしたが、このインターネットを利
用したシステムは、できる環境の方から少しず
つ進めていきたいと考えていますので、ご協力
をお願いいたします。
その他にも、録音製作係の今年度の方針や新
しい録音専用機（シナノケンシ）の紹介と説明
を行いました。

もうひとつ、午前中には一般的な音訳講習
とはちがう形で「聴いて分かる図書」をテー

マに勉強会を行いました。参加ボランティア

の方には、本を見ずに音だけを何通りか聴い

てもらい、自分なりの評価（気づき）と”音

声訳とは”について考えてもらえる体験になっ

たのではないかと思います。
午後からは、午前中とは打って変わり、楽

しく自己紹介や即席チームによるクイズ大会

で大盛り上がり!!

クイズ大会は、ボランティアの方が日頃一

生懸命調べている固有名詞、難読語や日本ラ

イトハウスにちなんだクイズを題材に行いま
したが、参加ボランティアさんの幅広い知識

にびっくりでした。

最期に、準備のための実行委員会、当日の

受け持ちなど、ボランティアの実行委員の方

には多大なご協力をいただき、ありがとうご

ざいました。 このような機会を毎年実施し
ていきたいと考えていますので、是非交流会

のほうもたくさんの方にご参加いただけるよ

うお願いいたします。(林田)

～ 録音製作係、はじめての試みに１００名を超える参加者 ～



パソコンで録音してますが、後追いで繋

いだ所や、訂正したところの頭の部分に

どうしても雑音が入ります。どうしてで

しょうか。無くす方法があったら教えてください。
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「Recdia」でも「PRS-ﾌﾟﾛ」でも、

訂正の時､頭の部分に「雑音」が

入るのは録音操作によるものと考

えられます。つまり、録音する時にパソコン

の「キー」を押しますが、その時ではなく、

「キー」を離すときに出る「ｶﾁｬｯ」という

「音」が録音されていると思われます。これ

は「キー」を早く離しすぎると、まだ声を出

していないので「カチャッ」という「音」が

目立ち雑音として録音されるからです。

（「キー」を離すときの音はパソコンによっ

て差はあります）

これを防ぐには、「キー」を離すタイミン

グを「読み始めてから」離すようにします。

「デイジー図書凡例」でこと

わるコメントは、小説などで

は「この図書の階層はレベル○

まであります。」といったことがほとんど

になりますが、それ以外の図書となると本

の作りは様々ですので、本によってはいろ

いろとコメントするケースが出てきます。

本の構成に合わせてデイジー図書でも使

い勝手がいいように製作した場合は、その

使い方などをことわります。コメントする

場合、「デイジー図書凡例」は目次の前に

コメントしますので、複雑な構成の本では

説明しても何のことかわからないものもあ

ります。どこでどのようなコメントするか

は慎重に検討しましょう。目次を聞いてい

くとわかる場合は、目次を読んでいる時に

断ったりすることもあります。また、該当

の箇所でもコメントしたりします。

また、本全体からしてごく一部の例外的

なケースはあまり「凡例」では断りません。

例えば、全体で写真が１，２枚しかない

ものや、１つか、２つしかない図などを省

略する場合など凡例では断らず、できるだ

けその場で断って処理するようにします。

これは、利用者がこれから聞こうとしてい

るのに全体に比べてごく些細なケースなの

に最初から「○○は省略」「△△は省略」

などと「省略」ばかりが耳に付くと利用者

にはかなり違ったイメージを与えてしまい

ます。また、たくさん出てくる人名の内、

２、３の人名の読み方がわからないときに

「調査のつかない人名は推定読みをしまし

た」とことわると、どれが調べていて、ど

れが推定読みなのか利用者にはわからない

ので却って混乱させます。

「デイジー図書凡例」でコメントする内容はど

んなケースですか。また、どこまでことわった

らいいのか迷いますが、何か基準がありますか
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「音声訳初心者講習会」の第１期はまもなく

修了し、7月23日(月)より第２期がスタート

します。既に、第２期の講習会も定員をオー

バーしていますので締め切っております。だ

だ今、第３期（１０月１５日スタート）の受

け付を行っています。受付は先着順ですので

お早めにお願いいたします。

７月25日（水）スタートの本講習会、ただ今、

受付中です。7月11日(水)10時より「選考試

験」があります。

申込は、電話０６－６２１１－０９１０

FAX ０６－６２１１－１５９０

E-mail rec@iccb.jp

などでできます。

※記入事項

氏名(ﾌﾘｶﾞﾅ)、男女、年齢、〒、

住所、電話番号です。

※実施要項は以下のURLより閲覧できます。

http://www.iccb.jp

録音順序で決められていないケースや録音順

序にあっても、それでは対応できないケース

など、これまでと違った処理などを検討した

場合、これを記録していく「ノート」を設置

することにしました。場所は受付に置くこと

にします。

記入事項は、

①日付

②本のタイトル

③検討した内容

④検討後の処理の内容

などを記入してください。

このケースを集め、

「ろくおん通信」などで

も取り上げていきます。

場合によっては、盲人情

報文化センターの「録音の順序」に基準とし

て反映させていきます。

※ 現在、盲人情報文化センターの「録音の

順序」は「マニュアル検討委員会」（「Ｍの

会」）でデイジー図書に見合ったものに改訂

版を作成中です。

２００７年度 録音製作アンケートのお願い

毎年、年度初めまでに実施していました「録音製作係からのアンケート」ですが、今年

度は遅れていましたが６月に行います。来館者には個人ボックス、自宅録音チームは定

例勉強会時にお渡しいたしますのでよろしくお願いします。盲人情報文化センターでは

インターネットを利用してのバーチャルスタジオ（「ウエブスタジオ・なにわ」）を今

年度から立ち上げていきます。インターネットを介することで、校正作業や自宅編集作

業などでの郵送の手間を省くことができるなど時間の短縮も図られます。今回のアンケー

トなどを元に先行できる方から順に進めていきますのでよろしくお願いします。

▲ 記録ノート


